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体育科（保健）学習指導案

共同研究 八重山地区小学校体育研究会

平成２５年 １１月２２日（金）５校時

石垣市立八島小学校６年１組

男子１４名 女子１１名 計２５名

授業者 Ｔ１ 小林 弘樹

Ｔ２ 友利 良子

１．単元名 病気の予防

２．単元の指導目標

・ 病気の起こり方や予防方法について関心を持ち，進んで課題を見つけ，意欲的に話し合

い活動に取り組むことができる。（関心・意欲・態度）

・ 自分の生活の中から，病気の予防について問題点を見つけ，それを学習課題とすること

ができる。（思考・判断）

・ 病気についての資料を集める工夫をしたり，資料を正しく読んだり，友達の意見を理解

して自分の考えを深めることができる。（思考・判断）

・ 病気の起こり方や予防の方法について理解し，自分の生活に役立つ知識を身につけるこ

とができる。（知識・理解）

３．単元について

（１）教材観

本単元では，病気が病原体，環境，生活のしかた，体の抵抗力の４つが深くかかわっている

ことをふまえ，①病原体が主となって起こる病気（感染症）と，②生活行動が主となって起こ

る病気（生活習慣病）を学習する。

その上で，それぞれの予防方法について，感染症では，原因となる病原体を体の中に入れな

いことはもちろんのこと，体の中には病原体の進入を防ぐ力（抵抗力）があり，抵抗力を高め

ることが重要であること，生活習慣病では，病気の原因を理解した上で望ましい生活習慣を身

につけ行動していくことが重要であることを理解させ，病気の予防のしかたを考えることがで

きるよう構成されている。

加えて，酒・たばこ・薬物などは，利用をまちがえると病気のもとになるので，その防

止についても学習できるように位置づけられている。
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（２）児童観

厚生労働省の「２０１０年都道府県別都

道府県別平均寿命調査」で，沖縄県の女性

は前回の１位から３位に後退した。女性は

１９７５年の統計以来，初めて１位から順

位を下げた。男性は３０位となり，前回の

２５位からさらに順位を下げた。

県福祉本部では，特に２０歳から６４歳

までの青壮年層で脳出血，急性心筋梗塞，

慢性肝疾患・肝硬変など生活習慣病の死亡

率が全国より高い状況にある点を課題に挙

げ「若い世代の肥満予防，生活習慣病対策

が必要だ」と訴えた。

大人だけではなく子ども（対象の６学年）

においても，肥満度の実態を「肥満傾向児

の出現率」で見てみると，全国の９ .３２％

に対し，沖縄県は１１ .９１％（ワースト９）

となっている。

さらに，本校児童（対象の６学年）の「肥

満傾向児の出現率」は１８％となっており，

国・県と比較して非常に高い出現率を示している。

「健康的生活に関するアンケート」の結果は右表のとおりである。

（３）指導観

以上の様な実態から，生活習慣病の予防に関する指導においては，生活習慣病につながる多

くの原因の中から，特に肥満につながる生活（食事・運動）の改善に気付かせるよう支援して

いきたい。

本時においては，以下の点に重点を置き指導を進める。

・生活習慣病についての知識（種類・原因・対策）を理解させる場では，養護教諭や学校医を

活用し，より専門的でわかりやすい指導を行う。

また，原因・対策の内容に関しては，アンケートの結果を反映させ，運動・食事に関する事

項を意図的に取り上げて説明を行う。（学校医との連携は，本単元第８時「地域の保健活動」

とも関連させる。）

・これからの自分の生活について考える場面では，掲げるだけの目標にならないよう，自分に

合った実現可能な目標を意識させ，家庭・学校生活の中で実行できるよう指導・支援する。

また，本研究においては，「沖縄県小学校体育研究会」編集の保健ノートの効果的な活用（ノ

ート記述を中心とした評価）についても考察し，主にノートの記述から見取る評価と，その評

価を子どもたちの学習の定着度を把握する手段として，その後の指導につなげていきたい。
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放課後は、ほとんど運動したり、外で

遊んだりして体を動かしている。

ジュース・コーラを１週間に４日は飲

んでいる。

インスタントラーメンなどのインスタン

ト食品をよく食べる。

ごはんを食べるとき、しょう油やマヨ

ネーズ・調味料を使って味をこくす…

野菜より肉を使った料理をたくさん食

べる。

ほとんど毎日、１１時後も起きてい

る。

食べ物の好ききらいが多い。

朝は、なかなか起きられない。

運動よりゲームをしている方が好き

だ。

毎日、朝ごはんを食べる。

はい いいえ

〈調査対象 ６学年児童４８名 平成２５年９月４日実施〉
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４．指導・評価計画

時 「小単元名」・めあて 主な学習活動 評価 おおむね 具体的な支援

満足できる

１ 「病気の起こり方」 身近な病気の原因を， 【知識・理解①】 P ４わかったこと 板書にまとめ，

病気は，どのようにし ブレンストーミングで 病気の起こり方について理解した 病原体・環境・抵 板書を振り返さ

て起こるのかを調べて 考え，まとめて，４つ ことを言ったり，書いたりしてい 抗力・生活の４つ せる。

みましょう。 の原因を導く。 る。 の項目に記述があ

る。

２ 「病原体がもとになっ 病原体の入り方につい 【思考・判断①】 P ８考 個別に支援し，

て起こる病気の予防①」 て理解し，予防法につ 病気の予防について，学習したこ 適切な予防の行動 今日の学習（ノ

病原体がもとになって いて考える。 とを自分の生活と比べたり，関係 が 記 入 さ れ て い ート）を振り返

病気を予防するには， を見付けながら調べたり考えたり る。 らせる。

どうすればよいのか調 している。

べましょう。 【知識・理解②】 P ７調 友達と相談させ

病気の予防には，３つの方法があ 7/11 正解 ながら考えさせ

ると理解し，言ったり，書いたり る。

している。

３ 「病原体がもとになっ 調べ学習を通して HIV 【関心・意欲①】 P10・11 調べ学習 教師とともに調

て起こる病気の予防②」 について正しく理解す HIV ついて，教科書や資料などを 教科書を活用し調 べたり，個別に

エイズ（ＨＩＶ感染症） る。 使って調べ，学習活動に進んで取 べ学習に取り組ん 支援する。

について，正しく理解 り組もうとしている。 でいる。

しましょう。

【知識・理解③】 P10・11 １ ２ 友達と相談させ

エイズウィルスについて調べ，日 正しい答えが記さ ながら考えさせ

常生活ではほとんど感染しないこ れている。 る。

とを知る。
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４ 「生活のしかたがかか 生活習慣病の病名・原 【思考・判断②】 P16 考 P14 健康度チェ
時 わって起こる病気の予 因について理解し，予 生活の仕方が関係する病気の予防 自分にあった生活 ックを振り遅ら

防①」 防法について考える。 について，調べたり考えたりして の改善点を書いて せ課題を確認さ

生活のしかたがかかわ いる。 いる。 せる。

って起こ病気は，どの

ようにしたら予防でき

るのか調べましょう。

５ 「生活のしかたがかか これまでの生活を振り 【思考・判断③】 P19 考 個別に支援し，

わって起こる病気の予 返り，むし歯の起こり むし歯や歯周病の起こり方とこれ 今後の歯の健康の 今日の学習（ノ

防②」 方について調べ，理解 までの自分の生活を比較し，これ ために気をつけた ート）を振り返

むし歯や歯周病は，ど し，今後の歯の健康に からの歯の健康について考えてい いことが書いてあ らせる。

のようにしたら予防で ついて考える。 る。 る。

きるのか調べましょう。

６ 「たばこの害と健康」 たばこや喫煙の及ぼす 【知識・理解④】 P20・21 問題文，選択肢

たばこの害について調 身体への影響について 喫煙，飲酒，薬物乱用と健康につ 全ての（ ）が正 の難解な語句の

べましょう。 調べ学習を通して理解 いて理解したことを言ったり，書 確に埋められてい 説明をする。

する。 いたりしている。 る。

７ 「お酒・薬物乱用の害 薬物乱用の心身への影 【知識・理解④】 P22・23 問題文，選択肢

と健康」 響を調べ学習を通して 喫煙，飲酒，薬物乱用と健康につ 全ての（ ）が正 の難解な語句の

お酒や薬物乱用の害に 理解する。 いて理解したことを言ったり，書 確に埋められてい 説明をする。

ついて調べましょう。 いたりしている。 る。

８ 「地域の保健活動」 教科書やパンフレット 【関心・意欲・態度②】 教科書を活用し調 教師とともに調

地域の保健活動につい な どで 調 べ 学習 を 行 地域の保健活動についての調べ学 べ学習に取り組ん べたり，個別に

て調べましょう。 い，地域の保健活動に 習に進んで取り組もうとしてい でいる。 支 援 し た り す

ついて理解する。 る。 る。
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（
９
分
）

５．本時の学習（４／８）

（１）ねらい

生活習慣病を予防するには，食事・運動・休養・睡眠などについて，健康によい生活習慣を

身につけることが必要であることを理解できるようにし，これからの生活について考えること

ができるようにする。

（２）授業仮説

導入・展開の場で，沖縄県や自分の実態を知らせることにより，問題を自分たちのこととし

てとらえ，生活習慣病の予防についての理解が深まり，これからの生活についてより身近に考

えることができるであろう。

（３）本時の展開

学習活動 「主な発問と指示」 指導上の留意点●と支援○

・予想される児童の反応 および【評価】

１．沖縄の日本一について考える。 ●答えやすい発問でテンポ良くや

導 「『沖縄は日本一○○な県』の○○に入る言葉は り取りを行う。

入 何でしょう。」

・暑い ・狭い ・長寿

９

分 ２．冲縄の長寿について考える。 ●都道府県別平均寿命ランキング

「順位が落ちた原因は何でしょう」 の沖縄県の順位を年を追いながら

・生活習慣病 ・お年寄りがなくなった 確認する。

「ヒントになる映像を見てみましょう。」 ●ポイントでは一時停止をして簡

琉球朝日放送『都道府県別平均寿命調査で・・・』 単な質問を投げかけながら映像を

（３分３０秒） 見る。

３．めあての確認

展

開 ４．生活習慣病について知る。 ●養護教諭から専門的な知識の指

３ 「食事・運動・生活リズム等の生活のしかたがか 導をしてもらう。

３ かわっておこる病気を生活習慣病と言います。」 ○キーワードは板書に残す。

分 ※生活習慣病の原因・種類の確認 ●保健ノートの拡大掲示。

●血管・心臓モデルの活用。

５．自分の健康・生活を振り返る。 ●得点化、ＡＢＣＤは時間短縮の

「自分の生活をノートＰ１４の『健康度チェック』 ためつけないようにする。

で振り返りましょう。」

生活のしかたがかかわって起こる病気は，どのようにしたら予防できるのか調べよう。

（
５
分
）
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６．予防法について考える。

新村先生からのメッセージを読む。 ●全員に配布し、養護教諭にポイ

「生活習慣の予防方法について、学校医の新村先 ントを絞って読んでもらう。

生から皆さんにメッセージが届いています。静か ○これからの生活について考える

に読みましょう。」 時の参考になるよう、キーワード

を板書に残す。

予防法を実行し、健康になった人の話を聞く。 ●本校教諭「宮良直孝先生」の予

「予防法を実行し健康になった人を紹介します。」 防前・予防後を比較する。

「直孝先生に質問しましょう。」 ●５ Kg をイメージできるよう、
お米一袋を提示する。

これからの生活について考える。 ○机間指導を行い，お手本となる

「自分のこれからの生活について考え，ノートＰ 記述は，発表・板書等で共有し，

１６にまとめましょう。」 書けていない児童へのヒントとす

る。

【思考・判断】

生活の仕方が関係する病気の予防

について，調べたり考えたりして

いる。（ノート）

ま ７．未来の長寿ランキングをイメージする。 ●ランキングがあがる未来の結果

と 「みんなが大人になる頃、健康でい続け、沖縄県 のグラフを準備する。

め が再び長寿日本一になっているといいですね。」 ●暖かい雰囲気で終われるよう心

２ がける。

分

（４）評価

生活習慣病を予防するには，食事・運動・休養・睡眠などについて，健康によい生活習慣を

身に付けることが必要であることを理解できるようにし，これからの生活について考えること

ができたか。

（５）板書計画

病気の予防

（めあて）

生活のしかたがかかわって

起こる病気は，どのように

したら予防できるのか

調べよう。 種類

原因 予防法

（
２
０
分
）

電子黒板

・ランキンググラフ

・ニュース映像

・ノート拡大表示

・人物画像 等


